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当ファンドは、2023年６月15日に信託期間が終了し、償還を迎える予定です。 

 

 

運用報告書（全体版） 
第103期（決算日 2022年１月17日）第105期（決算日 2022年３月15日）第107期（決算日 2022年５月16日）

第104期（決算日 2022年２月15日）第106期（決算日 2022年４月15日）第108期（決算日 2022年６月15日）

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型）」は、2022年６月15日に第108期の決
算を行ないましたので、第103期から第108期の運用状況をまとめてご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／海外／資産複合 

信 託 期 間 2013年６月28日から2023年６月15日までです。 

運 用 方 針 

主として、シンガポール証券取引所上場の相対的に高い配当利回りが期待できる株式や不動産投資信託証券に投資を

行なう投資信託証券（投資信託または外国投資信託の受益証券（振替投資信託受益権を含みます。）および投資法人

または外国投資法人の投資証券をいいます。）の一部、またはすべてに投資を行ない、インカム収益の確保と中長期

的な信託財産の成長をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 

「シンガポール・ディビデンド・エクイティ・ファンド（ＪＰＹクラス）」受益証券 

「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券 

上記の投資信託証券を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 
投資信託証券、短期社債等、コマーシャル・ペーパーおよび指定金銭信託以外の有価証券への直接投資は行ないません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 
第１計算期は収益分配を行ないません。第２計算期以降、毎決算時、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を

行なう方針です。ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 

お 知 ら せ 

＜642037＞ 

ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス 
（毎月分配型） 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

債   券 
組 入 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ 百万円 

 79期(2020年１月15日) 9,213 60 3.2 － 96.9 67 

 80期(2020年２月17日) 8,698 60 △ 4.9 － 96.6 62 

 81期(2020年３月16日) 6,902 60 △20.0 － 95.3 53 

 82期(2020年４月15日) 6,914 60 1.0 － 96.6 53 

 83期(2020年５月15日) 6,744 60 △ 1.6 － 96.5 54 

 84期(2020年６月15日) 7,184 60 7.4 － 93.2 72 

 85期(2020年７月15日) 7,114 60 △ 0.1 － 96.6 74 

 86期(2020年８月17日) 7,174 60 1.7 － 95.5 74 

 87期(2020年９月15日) 6,938 60 △ 2.5 － 96.8 76 

 88期(2020年10月15日) 7,058 60 2.6 － 96.7 81 

 89期(2020年11月16日) 7,229 60 3.3 － 95.8 87 

 90期(2020年12月15日) 7,610 60 6.1 － 97.0 96 

 91期(2021年１月15日) 8,001 60 5.9 － 95.9 92 

 92期(2021年２月15日) 7,861 60 △ 1.0 － 97.0 95 

 93期(2021年３月15日) 8,197 60 5.0 － 96.7 95 

 94期(2021年４月15日) 8,442 60 3.7 － 96.8 94 

 95期(2021年５月17日) 8,084 60 △ 3.5 － 93.5 94 

 96期(2021年６月15日) 8,424 60 4.9 － 96.5 98 

 97期(2021年７月15日) 8,249 60 △ 1.4 － 96.8 97 

 98期(2021年８月16日) 8,218 60 0.4 － 96.5 99 

 99期(2021年９月15日) 7,948 60 △ 2.6 － 96.2 96 

100期(2021年10月15日) 8,336 60 5.6 － 97.2 95 

101期(2021年11月15日) 8,357 60 1.0 － 95.9 95 

102期(2021年12月15日) 7,976 60 △ 3.8 － 95.5 93 

103期(2022年１月17日) 8,344 60 5.4 － 96.4 97 
104期(2022年２月15日) 8,472 60 2.3 － 95.6 295 

105期(2022年３月15日) 8,226 60 △ 2.2 － 96.8 290 

106期(2022年４月15日) 9,072 60 11.0 － 96.9 342 

107期(2022年５月16日) 8,885 60 △ 1.4 － 91.5 325 

108期(2022年６月15日) 8,952 60 1.4 － 94.0 229 
 

（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） ファンドの商品性格に適合する適切なベンチマークおよび参考指数はございません。 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第103期 

(期  首) 円 ％ ％ 

2021年12月15日 7,976 － 95.5 

12月末 8,211 2.9 96.9 

(期  末)    

2022年１月17日 8,404 5.4 96.4 

第104期 

(期  首)    

2022年１月17日 8,344 － 96.4 

１月末 8,264 △ 1.0 97.0 

(期  末)    

2022年２月15日 8,532 2.3 95.6 

第105期 

(期  首)    

2022年２月15日 8,472 － 95.6 

２月末 8,252 △ 2.6 96.8 

(期  末)    

2022年３月15日 8,286 △ 2.2 96.8 

第106期 

(期  首)    

2022年３月15日 8,226 － 96.8 

３月末 9,021 9.7 96.7 

(期  末)    

2022年４月15日 9,132 11.0 96.9 

第107期 

(期  首)    

2022年４月15日 9,072 － 96.9 

４月末 9,093 0.2 96.2 

(期  末)    

2022年５月16日 8,945 △ 1.4 91.5 

第108期 

(期  首)    

2022年５月16日 8,885 － 91.5 

５月末 9,068 2.1 96.7 

(期  末)    

2022年６月15日 9,012 1.4 94.0 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

○運用経過 (2021年12月16日～2022年６月15日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2021年12月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） 当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設定しておりません。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、シンガポール証券取引所上場の相対的に高い配当利回りが期待できる株式や不動

産投資信託証券に実質的に投資を行なうことで、信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成

期間中における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・純金利収入にプラスとなる金利上昇が、シンガポール株式指数における構成比率の高い銀行関連銘柄の追

い風となったこと。 

・原油価格の上昇が、資本財セクターの企業を含め海洋関連産業へのエクスポージャーを持つ銘柄にとって

プラスに働いたこと。 

 

  

作成期間中の基準価額等の推移 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

＜値下がり要因＞ 

・ロシアとウクライナとの間の紛争がリスクセンチメント全般に悪影響をもたらしたこと。 

・シンガポールと米国の金利上昇が高配当株やＲＥＩＴの逆風となったこと。 

・中国における新型コロナウイルスの感染拡大を受けたロックダウン（都市封鎖）によるシンガポールの電子

機器サプライチェーン（供給網）や製造業への悪影響が懸念されたこと。 

 

 

（シンガポール株式市況） 

期間中のシンガポール株式市場は、期間の初めと比べてほぼ横ばいとなりました。 

期間の初めから2022年２月中旬にかけては、ＮＩＭ（ネットインタレストマージン）の上昇見通しを追い風

に銀行銘柄の株価が上昇したことや、新型コロナウイルスの新規感染者数が落ち着きを見せ減少し始めるな

か、国内の経済活動や海外からシンガポールへの渡航の段階的再開が投資家に好感されたことなどが株価の

押し上げ要因となり、市場は大きく上昇しました。 

２月下旬から３月初めにかけては、ロシアとウクライナとの間の紛争が勃発し、供給混乱によりエネルギー

や穀物など商品の価格が高騰したことや、インフレ加速懸念などからセンチメントが悪化し、シンガポール株

式市場は下落に転じました。 

その後４月初めにかけては、国内のコロナ関連規制が大きく緩和されたことによる経済の回復期待などを

背景に市場は再び反発しましたが、期間末にかけては米国を中心とした金利上昇による経済成長への悪影響

を巡る懸念やさらなるインフレ加速懸念などが投資家の間で強まり、上昇分を吐き出す形となって期間末を

迎えました。 

 

（シンガポールＲＥＩＴ市況） 

期間中のシンガポールＲＥＩＴ市場は、期間の初めと比べて下落しました。 

期間の初めから2022年２月末にかけては、根強いインフレ懸念や米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）による

金融政策引き締めペースの加速化懸念、世界的な金利上昇、ロシア・ウクライナ情勢の緊迫化などが逆風とな

り、世界的にリスクセンチメントが悪化するなかで市場は軟調に推移しました。 

３月に入ると、新型コロナウイルスに対する措置の緩和計画が好感されたことや、政府が社会支出の増加を

含む長期的な課題に対処するために財政を強化する意向を示したことなどから、シンガポールＲＥＩＴ市場

は株式市場とともに上昇しました。 

４月から５月初めにかけては、米国の消費者物価指数（ＣＰＩ）の上振れ、ＦＲＢによる利上げペースに対

する警戒感、ロシアとウクライナとの間の紛争の影響が世界経済に波及するなか、エネルギーを中心とするコ

モディティの価格が高止まりしたことなどが重しとなり、シンガポールＲＥＩＴ市場は下落に転じました。 

５月中旬から期間末にかけては、ＦＲＢが22年ぶりとなる0.5％の大幅利上げを実施したことや、新型コロ

ナウイルスの日次感染者数の増加、足元の保護主義傾向の高まりによるインフレ懸念の悪化見通しなどが重

しとなり、シンガポールＲＥＩＴ市場は軟調に推移しました。 

 

  

投資環境 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

（国内短期金利市況） 

無担保コール翌日物金利は、期間の初めの－0.02％近辺から、日銀によるマイナス金利政策の下でコール市

場でもマイナス圏での取引が続き、－0.02％近辺で期間末を迎えました。 

国庫短期証券（ＴＢ）３ヵ月物金利は、期間の初めの－0.12％近辺から、日銀による国債買入れの継続など

を受けてマイナス圏での推移が続き、－0.10％近辺で期間末を迎えました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）は、右記の推移となりました。 

 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、収益性を追求するため、「シンガポール・ディビデンド・エクイティ・ファンド（ＪＰＹクラ

ス）」受益証券を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制しました。 

 

（シンガポール・ディビデンド・エクイティ・ファンド（ＪＰＹクラス）） 

主として、シンガポール証券取引所上場の相対的に高い配当利回りが期待できる株式や不動産投資信託証

券に投資を行なうことで、信託財産の成長をめざして運用を行ないました。期間中は、シンガポール市場全体

に概ね沿ったパフォーマンスとなりました。 

期間中の主な投資行動としては、金利上昇から恩恵を受ける銀行や保険関連、国際的な往来の再開が追い風

となるホスピタリティや航空関連などの積み増しを行ないました。また、再生可能エネルギーへのエクスポー

ジャーを持つ企業や、コモディティ価格の上昇が追い風となる企業についても積み増しを実施しました。その

ほかでは、ファンダメンタルズ（経済の基礎的条件）面が良好な一部のＲＥＩＴを追加購入しましたが、堅調

なパフォーマンスを受けて上昇余地が縮小した銘柄については一部利益確定売りを行ないました。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

運用の基本方針に従い、国庫短期証券の買付や現先取引、コールローンや金銭信託などを通じて、元本の安

全性を重視した運用を行ないました。 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

 

当ファンドの運用方針に対し、適切に比較できる指数が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設

定しておりません。 

 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな

かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第103期 第104期 第105期 第106期 第107期 第108期 

2021年12月16日～ 
2022年１月17日 

2022年１月18日～ 
2022年２月15日 

2022年２月16日～ 
2022年３月15日 

2022年３月16日～ 
2022年４月15日 

2022年４月16日～ 
2022年５月16日 

2022年５月17日～ 
2022年６月15日 

当期分配金 60  60  60  60  60  60  

(対基準価額比率) 0.714％ 0.703％ 0.724％ 0.657％ 0.671％ 0.666％ 

 当期の収益 60  60  20  60  16  28  

 当期の収益以外 －  －  39  －  43  31  

翌期繰越分配対象額 2,405  2,518  2,479  3,082  3,041  3,009  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

  

当ファンドのベンチマークとの差異 

分配金 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 

引き続き、原則として、「シンガポール・ディビデンド・エクイティ・ファンド（ＪＰＹクラス）」受益証券

を高位に組み入れ、「マネー・アカウント・マザーファンド」受益証券への投資を抑制する方針です。 

 

（シンガポール・ディビデンド・エクイティ・ファンド（ＪＰＹクラス）） 

シンガポールでは、政府が2022年４月に大半のソーシャルディスタンシング（社会的距離の確保）措置や国

際的な往来の制限を解除したことを受けて、新型コロナウイルスの日次感染者数が増加しました。しかし、感

染者数の増加は緩やかなものにとどまっており、懸念する必要はないと考えています。 

ロシアとウクライナとの間の紛争は依然として膠着状態にあり、世界のエネルギーおよび食品価格に引き

続き上昇圧力をもたらしています。パーム油から鶏肉に至るまで、食品項目において生産国による輸出規制の

動きが加速するとともに、インフレの高まりが中期的に引き続き課題になると予想されます。 

また、当ファンドではＦＲＢをはじめとして、世界の中央銀行による利上げの影響についても注視してい

ます。主に懸念されるのは、ＦＲＢが利上げを実施するなかで米国経済をソフトランディング（景気の軟着

陸）させることができるのか、あるいは景気後退をもたらすのか、そしてどの程度のものになるのかという

ことです。 

世界的にこうした不透明感があるなかでも、2022年第１四半期のシンガポール経済は新型コロナウイルス

関連の規制解除に伴ない国内セクター全体に成長が広がり、好調となりました。一方、外需については逆風が

吹いていることから、政府はシンガポールの2022年の国内総生産（ＧＤＰ）成長率について、予想レンジであ

る３～５％の下限付近になると予想していますが、これは当ファンドの予想の範囲内です。 

地政学的およびマクロ面での不透明な状況が続くなか、クオリティの高い事業基盤、持続可能な収益、そし

て良好なファンダメンタルズの変化を重視するボトムアップ戦略に引き続き確信を持っています。ポートフォ

リオにおいては、国内での経済活動の再開や海外渡航の正常化から恩恵を受ける銘柄の選好を継続していま

す。再生可能エネルギーやテクノロジー、データ関連、ヘルスケア、食品、物流など、将来のシンガポール経

済の代表的存在となるであろう「ニュー・シンガポール」銘柄に引き続き注目するとともに、将来のシンガ

ポール経済における自社の存在感を高めるような事業再編を進めようとしている企業についても有望視して

います。また、当ファンドで想定している「ニュー・シンガポール」シナリオに合致する銘柄や経済再開が追

い風になる銘柄を中心として高配当株投資についても有効と考えています。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

（マネー・アカウント・マザーファンド） 

引き続き、安定した収益の確保をめざして安定運用を行なう方針です。主な投資対象は、わが国の国債およ

び格付の高い公社債とし、それらの現先取引なども活用する方針です。また、コールローンや金銭信託などに

投資することもあります。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 

 

今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

○１万口当たりの費用明細 (2021年12月16日～2022年６月15日) 

項 目 
第103期～第108期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 45  0.521  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 8)  (0.093)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (36)  (0.411)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 1)  (0.016)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 5   0.053   (b)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 ） ( 4)  (0.050)  印刷費用は、法定開示資料の印刷に係る費用 

 合 計 50   0.574    

作成期間の平均基準価額は、8,651円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ご

とに小数第３位未満は四捨五入してあります。 

（注） この他にファンドが投資対象とする投資先においても信託報酬等が発生する場合もあります。 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した経費率（年率）は1.68％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

○売買及び取引の状況 (2021年12月16日～2022年６月15日) 

 

 

銘 柄 
第103期～第108期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 千口 千円 千口 千円  
シンガポール・ディビデンド・エクイティ・ファンド（ＪＰＹクラス） 266,123 314,604 178,795 223,255  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 

 

 

銘 柄 
第103期～第108期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
マネー・アカウント・マザーファンド 373 374 231 231 

 
 
 

○利害関係人との取引状況等 (2021年12月16日～2022年６月15日) 

 

＜ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型）＞ 

区       分 

第103期～第108期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 314 314 100.0 223 223 100.0 

 
 
 

＜マネー・アカウント・マザーファンド＞ 

 該当事項はございません。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三井
住友信託銀行株式会社です。 

 
  

投資信託証券 

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2021年12月16日～2022年６月15日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2021年12月16日～2022年６月15日) 

 

 該当事項はございません。 

 

○組入資産の明細 (2022年６月15日現在) 

 

銘 柄 
第102期末 第108期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 千口 千口 千円 ％ 

シンガポール・ディビデンド・エクイティ・ファンド（ＪＰＹクラス） 84,676 172,004 215,229 94.0 

合 計 84,676 172,004 215,229 94.0 
 

（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

 

銘 柄 
第102期末 第108期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

マネー・アカウント・マザーファンド 93 236 236 
 

（注） 親投資信託の2022年６月15日現在の受益権総口数は、572,310千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2022年６月15日現在) 

項 目 
第108期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 215,229 56.2 

マネー・アカウント・マザーファンド 236 0.1 

コール・ローン等、その他 167,803 43.7 

投資信託財産総額 383,268 100.0 
 

（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。   

親投資信託残高 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第103期末 第104期末 第105期末 第106期末 第107期末 第108期末 

2022年１月17日現在 2022年２月15日現在 2022年３月15日現在 2022年４月15日現在 2022年５月16日現在 2022年６月15日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 100,170,097   299,479,666   293,905,761   347,022,817   353,923,769   383,268,978   

 コール・ローン等 4,279,579   16,642,902   12,714,947   15,067,470   52,869,833   16,243,727   

 投資信託受益証券(評価額) 94,078,447   282,547,063   280,906,287   331,615,814   297,585,615   215,229,378   

 マネー・アカウント・マザーファンド(評価額) 96,147   289,701   284,527   339,533   310,847   236,660   

 未収入金 1,715,924   －   －   －   3,157,474   151,559,213   

(B) 負債 2,532,214   4,047,113   3,814,550   4,795,557   28,842,434   154,180,122   

 未払金 －   －   1,026,016   1,215,458   20,963,519   －   

 未払収益分配金 702,058   2,092,289   2,115,805   2,263,425   2,195,356   1,535,498   

 未払解約金 1,684,270   1,744,160   349,904   915,898   5,264,604   152,165,495   

 未払信託報酬 91,066   142,595   233,058   284,753   277,557   309,327   

 未払利息 2   1   1   4   23   6   

 その他未払費用 54,818   68,068   89,766   116,019   141,375   169,796   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 97,637,883   295,432,553   290,091,211   342,227,260   325,081,335   229,088,856   

 元本 117,009,693   348,714,851   352,634,329   377,237,541   365,892,686   255,916,343   

 次期繰越損益金 △ 19,371,810   △ 53,282,298   △ 62,543,118   △ 35,010,281   △ 40,811,351   △ 26,827,487   

(D) 受益権総口数 117,009,693口 348,714,851口 352,634,329口 377,237,541口 365,892,686口 255,916,343口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 8,344円 8,472円 8,226円 9,072円 8,885円 8,952円 
 

（注） 当ファンドの第103期首元本額は117,578,503円、第103～108期中追加設定元本額は406,016,439円、第103～108期中一部解約元本額は

267,678,599円です。 

（注） １口当たり純資産額は、第103期0.8344円、第104期0.8472円、第105期0.8226円、第106期0.9072円、第107期0.8885円、第108期0.8952

円です。 

（注） 2022年６月15日現在、純資産総額は元本額を下回っており、その差額は26,827,487円です。 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

○損益の状況 

項 目 
第103期 第104期 第105期 第106期 第107期 第108期 

2021年12月16日～ 
2022年１月17日 

2022年１月18日～ 
2022年２月15日 

2022年２月16日～ 
2022年３月15日 

2022年３月16日～ 
2022年４月15日 

2022年４月16日～ 
2022年５月16日 

2022年５月17日～ 
2022年６月15日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 339,674   682,252   992,218   1,050,138   900,536   808,488   

 受取配当金 339,694   682,566   992,259   1,050,158   900,681   808,723   

 支払利息 △        20   △        314   △         41   △         20   △        145   △        235   

(B) 有価証券売買損益 4,671,190   5,349,659   △  7,049,216   31,159,353   △  5,614,768   2,215,617   

 売買益 4,811,994   5,401,338   155,524   31,455,336   830,429   4,960,145   

 売買損 △   140,804   △     51,679   △  7,204,740   △    295,983   △  6,445,197   △  2,744,528   

(C) 信託報酬等 △    99,762   △    156,219   △    255,342   △    311,979   △    304,101   △    338,908   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 4,911,102   5,875,692   △  6,312,340   31,897,512   △  5,018,333   2,685,197   

(E) 前期繰越損益金 202,428   4,193,995   7,763,463   △    651,926   23,982,672   10,012,935   

(F) 追加信託差損益金 △23,783,282   △ 61,259,696   △ 61,878,436   △ 63,992,442   △ 57,580,334   △ 37,990,121   

 (配当等相当額) (  23,740,141)  (   79,848,003)  (   81,055,263)  (   87,286,056)  (   88,895,116)  (   64,468,871)  

 (売買損益相当額) (△47,523,423)  (△141,107,699)  (△142,933,699)  (△151,278,498)  (△146,475,450)  (△102,458,992)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △18,669,752   △ 51,190,009   △ 60,427,313   △ 32,746,856   △ 38,615,995   △ 25,291,989   

(H) 収益分配金 △   702,058   △  2,092,289   △  2,115,805   △  2,263,425   △  2,195,356   △  1,535,498   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △19,371,810   △ 53,282,298   △ 62,543,118   △ 35,010,281   △ 40,811,351   △ 26,827,487   

 追加信託差損益金 △23,783,282   △ 61,259,696   △ 61,878,436   △ 63,992,442   △ 57,580,334   △ 37,990,121   

 (配当等相当額) (  23,740,141)  (   79,848,003)  (   81,055,263)  (   87,286,056)  (   88,895,116)  (   64,468,871)  

 (売買損益相当額) (△47,523,423)  (△141,107,699)  (△142,933,699)  (△151,278,498)  (△146,475,450)  (△102,458,992)  

 分配準備積立金 4,411,472   7,977,398   6,384,534   28,982,161   22,383,751   12,547,970   

 繰越損益金 －   －   △  7,049,216   －   △  5,614,768   △  1,385,336   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注） 分配金の計算過程（2021年12月16日～2022年６月15日）は以下の通りです。 

項 目 
2021年12月16日～ 
2022年１月17日 

2022年１月18日～ 
2022年２月15日 

2022年２月16日～ 
2022年３月15日 

2022年３月16日～ 
2022年４月15日 

2022年４月16日～ 
2022年５月16日 

2022年５月17日～ 
2022年６月15日 

a. 配当等収益(経費控除後) 332,910円 664,584円 736,876円 1,039,967円 596,435円 717,896円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 894,531円 5,211,108円 0円 23,943,606円 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 23,740,141円 79,848,003円 81,055,263円 87,286,056円 88,895,116円 64,468,871円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 3,886,089円 4,193,995円 7,763,463円 6,262,013円 23,982,672円 13,365,572円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 28,853,671円 89,917,690円 89,555,602円 118,531,642円 113,474,223円 78,552,339円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,465円 2,578円 2,539円 3,142円 3,101円 3,069円 

g. 分配金 702,058円 2,092,289円 2,115,805円 2,263,425円 2,195,356円 1,535,498円 

h. 分配金(１万口当たり) 60円 60円 60円 60円 60円 60円 

 

上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。 
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ノーロード・シンガポール高配当株式フォーカス（毎月分配型） 

○分配金のお知らせ  

 第103期 第104期 第105期 第106期 第107期 第108期 

１万口当たり分配金（税込み） 60円 60円 60円 60円 60円 60円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2021年12月16日から2022年６月15日までの期間に実施いたしました約款変更はございません。 

 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 



種類・項目
シンガポール・ディビデンド・エクイティ・ファンド（ＪＰＹクラス）

シンガポール籍円建外国投資信託
運用の基本方針
基本方針 信託財産の中長期的な成長をめざします。
主な投資対象 シンガポール証券取引所上場の高配当利回り株式を主要投資対象とします。
投資方針 ・シンガポール証券取引所上場の高配当利回り株式を主要投資対象とします。

・ この他に、シンガポール証券取引所上場の不動産投資信託証券およびシンガポール以外の
国の金融商品取引所に上場されている株式や不動産投資信託証券に投資する場合がありま
す。
・外貨建資産への投資にあたっては、原則として為替ヘッジを行ないません。
・ ただし、市況動向に急激な変化が生じたとき、ならびに残存信託期間、残存元本が運用に
支障をきたす水準となったときなどやむを得ない事情が発生した場合には、上記のような
運用が出来ない場合があります。

主な投資制限 ・株式への投資割合に制限を設けません。
・外貨建資産への投資割合には制限を設けません。
・証券の空売りは行いません。

収益分配 原則として、毎月12日（休日の場合は翌営業日）に分配を行ないます。なお、運用会社の判断
により収益分配を行なわないことがあります。

ファンドに係る費用
信託報酬など 純資産総額に対し年率0.55％

（国内における消費税等相当額はかかりません。）
申込手数料 ありません。
信託財産留保額 ありません。
その他の費用など 事務管理費用、資産の保管費用、有価証券売買時の売買委託手数料、設立に係る費用、法律

顧問費用、監査費用、信託財産に関する租税など。

その他
運用会社 日興アセットマネジメント アジア リミテッド
信託期間 無期限
決算日 原則として、毎年12月末日
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